
  

 各都立高校の校長先生の推薦を受けた留学を希望する高校生が選考

試験を経て、約 11 か月の留学をします。留学先はオセアニア地域（オ

ーストラリア・ニュージーランド）、北米地域（アメリカ合衆国・カナ

ダ）を予定しています。現地

校での学修は、日本の所属校

の単位に振り替えることがで

きるため、入学時の学年で卒

業できます。 

 次世代リーダー育成道場で

の留学経験を生かして、その 

後の大学進学や就職などのキャ 

リアを考える生徒が多く、皆 

さんの将来への大きな財産に 

もなります。 

◆◆～～新新ししいい世世界界にに飛飛びび立立ととうう～～◆◆

 

 

 

 

 

 

 

都立高校には、魅力ある先進的な取組がいっぱい！ 

本項ではその特色ある取り組みの一部を掲載しています。 

◆次世代リーダー育成道場〜都⽴⾼校で海外留学にチャレンジ〜◆
次次世世代代リリーーダダーー育育成成道道場場ととはは、、国国内内事事前前研研修修でで様様々々ななここととをを学学びび、、そそのの成成果果ををももっってて留留

学学ににチチャャレレンンジジすするる都都立立高高等等学学校校・・都都立立中中等等教教育育学学校校・・都都立立中中学学校校のの生生徒徒をを支支援援すするる事事業業

でですす。。留留学学中中はは、、ホホーームムスステテイイををししななががらら現現地地校校にに通通いいまますす。。ここれれままででにに 11,,441177 人人のの生生徒徒

がが修修了了しし、、次次のの夢夢をを追追いいかかけけてていいまますす。。  （（受受講講料料：：8800 万万円円（（減減免免制制度度あありり）））） 

＜修了生の声＞ 

・英語漬けの日々を過ごしたことで、英
語による検索等ができるようになり、
学びの世界が格段に広がりました。

・日本では経験できない多様性に触れる
ことができ、互いを尊重することの大
切さを学びました。

ＱＱ：：留学や海外交流プログラムに興味があります。都立高校の在学中に、留学することはできますか？  

ＡＡ：：できます。現地の高校に留学する約 11 か月の長期の留学プログラムを始め、自分の専門的な学習やこれ

までの体験を生かすことができる多様な短期プログラムを用意しています。 

その他にも、海外留学を体験する「バーチャル留学」もあります。また、学校に通いながら、海外の学校と

オンライン交流をしたり、留学生を受け入れたりする取り組みを推進している学校もあります。 

☆「専門高校生海外派遣」

将来国内外において多様な分野で活躍できる人材

となることを目指し、都立高校の専門学科に在籍す

る生徒を外国に派遣します。派遣先で、専門学科で

の学びに特化した体験や見学をすることで、世界に

目を向け視野を広げることができます。また、自分

の学びをよりよい社会づくりと結び付け、多様な人

と協働して課題を解決する力を身に付けます。 

☆「パリへの高校生派遣」

次期オリパラ開催都市であるパリの生徒との交流

を通して、豊かな国際感覚を育成するとともに、東京

都のオリンピック・パラリンピック教育を継承しま

す。パリでの交流をはじめとして、帰国後も訪問した

学校と姉妹校として交流を継続したり、成果発表会を

行ったりすることにより、TOKYO2020 レガシーを推

進します。 

☆「バーチャル留学」

オンライン上で、海外の高校・大学の授業を All

English で受講するとともに、多様な国・地域の生

徒と一緒に、興味のあるテーマについて英語でデ

ィスカッションできます。 

日本にいながら、留学の雰囲気を体験すること

ができます。 

☆「東京都国際交流コンシェルジュ」

都内の公立学校が、自校に合った国際交流を実施

できるよう、海外の学校とのマッチング等、国際交

流に関する幅広い支援業務をワンストップで行って

います。この仕組みを活用し、多くの都立高校にお

いてオンライン交流を始めとした、様々な形での海

外学校間交流に取り組んでいます。 
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Next Kogyo START Project の取組例

■ 工業系学科のアップデート

各学校の様々な特色や積み重ねた実践を一層強化し、

工業系学科等を充実させます。（以下に詳細を記載）

■ 専門高校対象海外派遣事業

海外の先端技術などを広く見聞するため、

海外への派遣も含め、生徒の国際交流等を実施します。

■ 東京未来ファクトリー事業

企業や大学の施設等の活用により、生徒にデジタル技術などの先端的学習を実施します。

■ ＤＸ実習設備の導入等

技術の進展を見極めつつ、時代に相応しいスマートな実習機材の               Next Kogyo 

導入や老朽化した実習機材等の更新などを進めます。 START Project の
詳細はこちら ▶

  

Next Kogyo START Project では、時代とともに発展し続ける工業高校を目指すため、学習内容や学習環境をよ

り良くし、新しい校名へ変更していきます。皆さんが時代に合わせた学習環境で育ち、より選択肢の多い未来へ

進むことのできる工業高校へとしていきます。 

                  

 

 

 

 

 

東京都教育委員会では、小・中・高等学校で一貫した英語教育により、生徒の「使える英語力」の育成を推

進しています。中学校で学んだ英語でどれくらい話せるようになったか、レベルアップのための学習法を知る

ためのテストとして「中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J※）」を実施します。 

○ ESAT-J の結果は、第一次募集・分割前期募集で英語学力検査を課す学校において活用します（エンカ
レッジスクール、チャレンジスクール、英語学力検査を実施しない学校は対象外です）。

○ 調査書の「諸諸活活動動のの記記録録」の欄に、ESAT-J GRADE（Ａ～Ｆの６段階評価）を記載
○ 各各評評価価をを点点数数換換算算（２０点満点）し、第一次募集・分割前期募集の総合得点１０００点（※）に、日日ごごろろ

のの学学習習のの成成果果ととししてて加加算算
○ 何らかの理由で ESAT-J を受験できなかった者が入試を受検する場合は、学力検査の英語の得点が同じ

かその前後の受検者の６段階の評価から、不受検者の仮の６段階の評価を求め、換算点を算出し、総合
得点に加算します。

○ ESAT-J 受験の際も様々な配慮が行われますが、ESAT-J の結果の都立高校入試への活用に更に配慮を要
する場合（例：障害に起因して全く発声ができない場合など）、中学校からの申請を受けて、「不受験者
の換算措置」と同じ対応を認めます。

※ 学力検査に基づく選抜は、学力検査の得点と調査書点の合計を、総合得点１０００点満点とし、総合得点に面接点等を加算した総合

成績により選考を実施します。

EESSAATT--JJ のの入入試試ににおおけけるる結結果果のの取取扱扱いいにに関関すするる問問合合せせ：：東東京京都都教教育育庁庁都都立立学学校校教教育育部部高高等等学学校校教教育育課課入入学学選選抜抜担担当当（（００３３－－５５３３２２００－－６６７７４４５５））  

【対  象】都内公立中学校第３学年全生徒 
【実施方式】タブレット端末を使用し、解答音声を録音する方式
【実 施 日】令和４年１１月２７日（日）（予備日：令和４年１２月１８日（日））
【会  場】都立学校、民間施設等 
EESSAATT--JJ にに関関すするる問問合合せせ：：東東京京都都教教育育庁庁指指導導部部指指導導企企画画課課（（００３３－－５５３３２２００－－６６８８６６７７））  

EESSAATT--JJ ににつついいてて

入入試試ににおおけけるる結結果果のの取取扱扱いい  

・北豊島工業高等学校 総合技術科を都市防災技術科（仮称）に改編予定 （令和６年度入学生 ） 

・蔵前工業高等学校  機械科にロボティクスコース（仮称）を設置予定 （令和５年度入学生 ） 

・六郷工科高等学校  単位制の特色等を活かし、先端技術分野を学習する学科に改編を検討 （令和７年度入学生 ）

・杉並工業高等学校 機械科、電子科及び理工 IT環境科を 環境科（仮称）に改編予定 （令和６年度入学生 ） 

・中野工業高等学校 キャリア技術科を食品サイエンス科（仮称）に改編予定 （令和６年度入学生 ） 

上記の他、Tokyo  P-TECH �の導入（令和４年度以降） や、理数科への一部改編（令和６年度入学生～）を予定 

工工業業系系学学科科ののアアッッププデデーートト  

※ESAT-J…English Speaking Achievement Test for Junior High School Students の略称 

～

～

～

～

～
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Next Kogyo START Project の取組例
■ 工業系学科のアップデート

各学校の様々な特色や積み重ねた実践を一層強化し、

工業系学科等を充実させます。（以下に詳細を記載）

■ 専門高校対象海外派遣事業

海外の先端技術などを広く見聞するため、

海外への派遣も含め、生徒の国際交流等を実施します。

■ 東京未来ファクトリー事業

企業や大学の施設等の活用により、生徒にデジタル技術などの先端的学習を実施します。

■ ＤＸ実習設備の導入等

技術の進展を見極めつつ、時代に相応しい                         Next Kogyo

スマートな実習機材の導入や老朽化した実習機材等の更新などを進めます。 START Project の

  詳細はこちら ▶

【概 要】中学校で学んだこと「話すこと」の能力を測るアチーブメントテスト

【対  象】都内公立中学校第３学年全生徒 

【実施方式】タブレット端末を使用し、解答音声を録音する方式

【実 施 日】令和４年１１月２７日（日）（予備日：令和４年１２月１８日（日））

【会  場】都立学校、民間施設等

EESSAATT--JJにに関関すするる問問合合せせ：：東東京京都都教教育育庁庁指指導導部部指指導導企企画画課課国国際際教教育育推推進進担担当当

Next Kogyo START Project では、時代とともに発展し続ける工業高校を目指すため、学習内容や学習環境

をより良くし、新しい校名へ変更していきます。皆さんが時代に合わせた学習環境で育ち、より選択肢の多い未

来へ進むことのできる 工業高校へとしていきます。 

                     

 
 
 
 
 
 

・北豊島工業高校 総合技術科を都市防災技術科（仮称）に改編予定  （令和６年度入学生）

・蔵前工業高校 機械科にロボティクスコース（仮称）を設置予定   （令和５年度入学生）

・六郷工科高校 単位制の特色等を活かし、先端技術分野を学習する学科に改編を検討（令和７年度入学生）

・杉並工業高校 機械科、電子科及び理工環境科を IT 環境科（仮称）に改編予定 （令和６年度入学生）

・中野工業高校 キャリア技術科を食品サイエンス科（仮称）に改編予定      （令和６年度入学生）

上記の他、Tokyo P-TECH の導入（令和４年度以降）や、理数科への一部改編（令和６年度入学生）を予定

東京都教育委員会では、小・中・高等学校で一貫した英語教育により、生徒の「使える英語力」の育成を推

進しています。生徒のみなさんが、中学校の授業で学んだことの成果として、どれくらい話せるようになった

かを確認するために「中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J）」を実施するとともに、令和５年度都立高校

入試から、ESAT-Jの結果を活用します。 

EESSAATT--JJ ににつついいてて  

▲ ESAT-J に関する

情報は「グローバル人

材の育成」からご覧い

ただけます。 

○ ESAT-Jの結果は、第一次募集・分割前期募集で英語学力検査を課す学校において活用します。

○ 都立高校入試におけるESAT-Jの結果の活用についての詳細は４４１１ペペーージジをご覧ください。

都都立立高高校校入入試試ににおおけけるるEESSAATT--JJのの結結果果のの取取扱扱いいにに関関すするる問問合合せせ：：東東京京都都教教育育庁庁都都立立学学校校教教育育部部高高等等学学校校教教育育課課入入学学選選抜抜担担当当

入入試試ににおおけけるる結結果果のの取取扱扱いい

工工業業系系学学科科ののアアッッププデデーートト

※ESAT-J= English Speaking Achievement Test for Junior High School Students の略称 

として実施

（（００３３－－５５３３２２００－－６６８８６６７７））

（（００３３－－５５３３２２００－－６６７７４４５５））

 
 
 
 
 
 

・北豊島工業高校 総合技術科を都市防災技術科（仮称）に改編予定 （令和６年度入学生 ） 

・蔵前工業高校 機械科にロボティクスコース（仮称）を設置予定 （令和５年度入学生 ） 

・六郷工科高校 単位制の特色等を活かし、先端技術分野を学習する学科に改編を検討 （令和７年度入学生 ）

・杉並工業高校 機械科、電子科及び理工環境科を IT 環境科（仮称）に改編予定  （令和６年度入学生 ） 

・中野工業高校 キャリア技術科を食品サイエンス科（仮称）に改編予定 （令和６年度入学生 ） 

上記の他、Tokyo P-TECH の導入（令和４年度以降）や、理数科への一部改編（令和６年度入学生～）を予定 

工工業業系系学学科科ののアアッッププデデーートト

～

～

～

～～

～

中学校英語スピーキングテスト（ ESAT-J※ ）結果の入試への活用について

今後の工業高校についての戦略プロジェクト“Next Kogyo START Project”
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都都立立高高等等学学校校のの生生徒徒はは、、入入学学時時にに一一人人１１台台のの学学習習者者用用端端末末（（ススママーートト・・ススククーールル端端末末））をを購購入入しし、、毎毎日日のの学学習習

やや学学校校ととのの連連絡絡ななどど、、高高校校生生活活にに不不可可欠欠ななツツーールルととししてて使使いいまますす。。  

 

☆WEB 学習コースの特徴

・生徒が多様なメディアを利用して行う学習（NHK 高校講座、スタディサプリ、学校作成動画など）に取り

組むことにより、面接指導を受けるために登校する日数を、年５日程度とします。

・従来郵送により行っていた添削指導（レポート）の提出等を、電子化することで、タブレットや PC を用

いて自由な時間・場所で学習を行うことができます。

・所属の学校の学習システムにアクセスし、個々に割り当てられた

ID とパスワードを用いてログインすることで、自身の学習状況を

随時確認することや、学校生活や学習活動に関する情報を得る事

ができます。

《実施している学校》 

新宿山吹高校（令和４年度試行、令和５年度から本格実施）

《今後順次実施予定》 

 一橋高校 〇砂川高校  学校作成動画の例 

 授業で使用する資料の配布やレポートの提出はスマー

ト・スクール端末を通して行われます。学校からの連絡、

委員会や部活動の情報交換などにおいても使われます。 

 自宅では、授業で課されたレポートや、自らテーマを

設定する課題研究の論文などに取り組むために使用しま

す。調べたことを発表するための資料を整えたり、スラ

イドを作成したりすることもあるでしょう。 

スマート・スクール端末は、生徒自身が管理するもの

です。使いやすくなるよう、自分の端末をカスタマイズ

することができます。勉強に役立つものなど、必要なア

プリ・ソフトウェアをインストールできます。 

 この端末は、都立高等学校の生徒にとって、高校生活

を充実させるマストアイテムです。 

ＱＱ：：「WEB 学習コース（通信制課程）」とは、どのような取り組みですか？ 

ＡＡ：：都立通信制高校において、生徒が多様なメディアを利用した学習に取り組むことにより、面接指導（ス

クーリング）を受けるために登校する日数を、年５日程度とする取り組みです ※。新宿山吹高校において

は、担任による 1 週間に 1 回程度の自由参加の Web ホームルームで、皆さんの学校生活を支援します。

また自身の生活スタイルに応じて、月曜日を除く平日は、自習室や図書館を利用することができます。さ

らに、添削指導（レポート）についても一部電子化を行い、「いつでも  どこでも  だれでも」学べる環

境を提供しています。（※ 高等学校学習指導要領第１章第２款５(5) に定める教育課程の特例による。）  

〇

〇

4

一人 1台の学習者用端末

WEB 学習コース（通信制課程）
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